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各  位 
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   （コード番号 8253 東証第一部） 

問 合 せ 先 執行役員経営企画部長 根 岸 正 樹 

   （ T E L ： 0 3 - 3 9 8 8 - 2 1 1 0 ） 

 

2021 年３月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想と実績との差異 

及び通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2020 年８月７日に公表いたしました 2021 年３月期第２四半期累計期間（連結・個別）の業績予想と 

実績との差異及び通期（連結・個別）業績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．業績予想と実績との差異 

（１）2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異 

（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 純収益 事業利益 

親会社の 

所有者に帰属する

四半期利益 

基本的１株当たり 

四半期利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 138,500 19,000 12,500 80.01

今回実績値（Ｂ） 140,355 28,766 20,395 130.53

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,855 9,766 7,895 

増 減 率（ ％ ） 1.3 51.4 63.2 

（参考）前期第２四半期実績 

（2020 年３月期第２四半期） 
159,285 31,263 18,637 115.33

 

（２）2021 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績との差異 

（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 124,500 13,400 16,500 14,500 92.76

今回実績値（Ｂ） 125,363 18,003 21,599 17,631 112.79

増 減 額（Ｂ－Ａ） 863 4,603 5,099 3,131 

増 減 率（ ％ ） 0.7 34.4 30.9 21.6 

（参考）前期第２四半期実績 

（2020 年３月期第２四半期） 
132,738 17,039 20,016 24,470 151.35



２．通期業績予想の修正 

（１）2021 年３月期通期連結業績予想の修正 

（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 純収益 事業利益 

親会社の 

所有者に帰属する

当期利益 

基本的１株当たり

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 287,000 30,000 19,500 124.81

今回修正予想（Ｂ） 287,500 37,000 24,000 153.58

増 減 額（Ｂ－Ａ） 500 7,000 4,500 

増 減 率（ ％ ） 0.2 23.3 23.1 

（参考）前期実績 

（2020 年３月期） 
311,410 36,184 22,863 143.43

 

（２）2021 年３月期通期個別業績予想の修正 

（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 256,500 18,200 25,000 19,500 124.75

今回修正予想（Ｂ） 256,700 22,700 30,000 22,500 143.91

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200 4,500 5,000 3,000 

増 減 率（ ％ ） 0.1 24.7 20.0 15.4 

（参考）前期実績 

（2020 年３月期） 
268,020 21,690 28,348 33,391 209.38

 

 

３．差異及び修正の理由 

2021 年３月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、不動産関連事業等の純収益が前回予想を上回った 

ことに加え、貸倒関連コストの減少や、コロナ禍において営業収益を反転させるための販促施策等を厳選した結果、  

事業利益及び親会社の所有者に帰属する四半期利益につきまして、前回予想を上回る結果となりました。 

2021 年３月期通期業績予想の連結業績につきましては、営業収益を反転させるための販促費や、将来収益の獲得 

に向けたサービス拡充に関する経費投下を見込んでおりますが、純収益が前回予想を上回る見通しとなることに加え、 

貸倒関連コスト等が前回予想よりも減少する見通しであり、事業利益及び親会社の所有者に帰属する当期利益に 

つきまして、前回予想を上回る見通しに修正するものであります。 

 

 

※上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しております。

実際の業績は、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 

 


